



歯科 医師にか ぎらずすべ ての人 間は社会的存在 であ るが,歯 科 医師が どの ような社会
的存在で あるのか,つ まりどのよ うに して,ま た どんな意味 でそ うで あるのか を,知 っ
てお くことは有意義 であろ う。
この社会的存在 とい うこ とには二つの意味が あり,一 つ は,人 間は社会の中で,多 く
の人間 とかかわ り合 い協力協働す ることによって,は じめて生 きてい ける,生 存 し存在
しうるとい うことである。い ま一つ は,人 間は社会 の中で多 くの人間 とかかわ り合 うこ
とによって,そ のあ り方 を決 め られ,そ の存 在様式,生 存様式 を規定 され るとい うこと
で ある。
第一 の意 味につ いては,現 在のわれわれ 自身の生活 を見れ ば明 らかで ある。われわれ
は生 きるために衣食住 などの生活必需品 を必要 とす るが,そ のほ とんどすべては他人 の
生産物 であ る。 それ を自分の生 産物 または働 き(医 療,教 育 など)と,売 買 とい う形式
の交換 によって手 に入れ,生 きてい るのであ る。つ ま り人間 は生 きるために多 くの行為
をし,そ の一つひ とつ が多数の人間の行為 と関係す る。 そ して,そ の関係 には1対1の
直接 的関係 だけで な く,間 接的,媒 介的な関係,1対 多数 または多数対多数の関係,時
間 を異 にす る行為 の関係,物 を媒 介 とす る関係 な どが ある。 こ うして人 間の生 きる行
為 は必然 的に多数 の社会的人間関係,つ まり社会 関係 を生み出 し,そ の連 鎖 として社会,
つ まり人 間の協力協働体 を形成 し,ま たその連鎖 に加わ ることによって人 間は生 きる行
為 をす るこ とがで き,生 きてい るのであ る。 これ が人間 が社会的存在で あることの第一
の意味で ある。
次に第二の意味 について,人 間は生 きる行為 をす ることによって他の人 間の行為 とか
かわ り,社 会的人間関係 を生み出す とともに,社 会 に組み込 まれて生 きるのであるが,
ここで最 も重要 なことは,自 分の行 為が他人 の行為 と関係 を結ぶ ことである。 そ して そ
の相互関係 を生み出すためには,相 互 に自分 の行為 を相手 に適合 させなけれ ばな らない。
そのためには相 互 に自己の行為 の仕方様式 を自分勝手 なものではな く,相 手 に適合す る
特定の もの に しなければな らない。 こうして 同一の様 式の行為が くり返 され る と,行 為
の様式 が内面化,内 在化 して身につ き,い ちいち意識 しなくて も同一 の様式 の行為 がな
され,行 為の様式化,パ ター ン化 がすす む。 か くして特定の行為の様式 を身 につ け,い
つ も同一 の様式の行為 を行 う人 間が形成 され る。 そ して社会 が変 われば,そ れ ぞれの社
会 に応 じた異 なる行為の様式 を身につ けた異 なる人間が形成 され る。 こうした人間形成
が社会 的存在の第二の意 味である。
(i)
さて それでは歯科 医師の社会的存在 とは どうい うもので あろ うか。前述の ように,す
べての人間 は相互 に協力協働す ることに よって生 きるのであるが,生 きる行為 をす るこ
とによって 多くの人間 と社会 的諸関係 を結び,ま たその諸 関係 を結ぶ ことによって行為
を成 り立 たせ ることにな る。 この観点か らすれば,ま ず歯科 医師 は患者 に治療行為 を行
い,患 者 はその行為 を受 け ることによって,両 者の関係 は形成 され る。
しか し,そ の治療行為が行 われ るためには,実 に様 々な社会 関係 が,医 師 を中心 に し
て結ばれていなければ ならない。言 うまで もな く医師は素手で何 も使 わず に治療 を行 う
わ けではない。 医師 は治療 す るために薬 品や道具,機 械 を使 い,ま たそのためには水や
電気 を必要 とす る。 これ らを使用す るには,そ れ らを商社や メー カーか ら買 入れ,入 手
しなけれ ばな らないが,そ れは商社 やメーカー と社会関係 を結ぶ ことで ある。それは経
営者 や従業員 などの企業の構成 員 と関係 す ることであるが,社 会関係 はそれだけに とど
まらない。 さらに薬品や機械 な どを生産 す るのに用 いた原材料や道具 ・機械 な どを生産
した人たちや,水 や電気 ・ガス などを生産 し管理 する人 たちと,ま た その企業 とも関係
がで きる。 さらにそれ らを媒介 と して,そ れ らとかかわる企業や その経営者,従 業員 と
も関係がで き,そ れ らは同 じ様 に限 り無 く続 き拡 がってい く。
こう して歯の治療 とい う行為 は,直 接的には薬 品や道具,機 械 などの メーカーとのか
かわ り,社 会関係 によって可能 になり行われ,さ らに根本 的にはその メーカーの背後に
ある多 くの人々 とのかかわ り,社 会関係 を前提 に して成 り立 っているので ある。
しか し,治 療 行為 を可能 にす るの はそれだ けではない。現在歯科治療 には,衛 生士や
助手の助力がほ とん ど不可欠 になって お り,ま た技工 士の協 力 も必要 である。 だか ら彼
らとこ うした社会関係 を結ぶ ことが,治 療 を可能 に してい る。
さらに治療費の支払 いがなければ,継 続 して治療行為 を行 うことRで きない。 その た
めに,患 者 を介 して その収入源 であ る企業や顧客 との関係がで き,ま た患者 の加入 して
い る健康保 険の組織 と もかかわ ることにな る。 そ して これ らの社会関係 も,治 療行為 に
とって不 可欠 となる。
さらに また歯科 医師 になるため には,大 学 とい う教育機関 において学習 し,必 要 な知
識や技能 を身につ けなければ な らない。そ してそれ に必要 な様 々な諸関係,と くに大学
入学 を可能 に したそれ以前の,小 ・中 ・高 の教育機 関 との関係 などが あり,ま た現在 の
保険や免許 を含 む医療制度 による社会諸関係 がある。
以上に見たすべ ての社会諸関係の もとで,つ ま りそ うい う社会的 なかかわ りを結んで,
は じめて歯科 医師は治療行為 を行 うことがで きるのであ る。 またその よ うな社会的関係
をもつ ことによって,歯 科医師 は社会に組み込 まれ,社 会 関係 の連鎖の一環 となる。そ
して歯の治療 とい う他 の人 々に,つ ま り社会 に役立つ行 為 を行 うことによって,社 会 の
協 力協働関係の一端 を担 うことになる。
このよ うな意味で,歯 科 医師は第一の意味の社会的存 在なのである。
(ii)
さて,次 に社会的存在の第二の意味であるが,ま ず歯科医師が歯科医師 として形成 さ
れる社会関係として,基本的な医師 と患者との関係を見ると,それは医師が治療 という
能動的な行為を行い,患者が治療を受けるという受動的な行為を行 うことによって形成
される。(この治療を受 けるとい うの も行為であり,患者が治療を拒否すれば治療 はで




しか し,こうして形成 されたこの関係は,それだけで成 り立つわけではない。両者の
行為が相互に相手に適合 しなければ,関係は成立 しない。そして治療を行いそれを受け
るというだけでは,双方の行為が必ず しも相手に適合するとは限らない。治療によって














保険から支払われるものも含めて)に よって,そ の後の医療 を継続できるのであり,ま











形成 に基づ いて,診 療 と学習 を積み重 ね ることによって,歯 科 医師 と して形成 され るこ
とに なる。 これが第二の意味の社会的存在 であ る。
ところで,医 師が医師 として成 り立つためには,患 者 との関係 が一回で終わ るのでな
く,何 度 もくり返 され て継続す る必要が あり,そ のためには患者 の信頼 を得 ることが肝
要で ある。病気 を治 して もらった患者が,も う二度 と行 くまい と思 うので はな く,ま た
病気 になった ら必ずあの医師に診て も らおうと思 うようにな るには,ど うすれ ばよいか,
誰 もが苦心す るところであ る。 だが患者の信頼 を得 られな ければ,真 の医師にはなれ な
いのであろ う。
追記
現在は,イ ンフォーム ドコンセ ン トに象徴 され る医師 と患者 との関係 で新 しいあ り方
が模索 されて お り,ま た都市化 や高齢化,少 子化 に も対応 しなければな らない。対応 し
解決すべき課題 は少 な くない。
(奥羽大学歯学部)
(iv)
